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技術の概要

国の機関　 ０　件　（九州　　0件　、九州以外　0件　）　
自治体　　　０　件　（九州　　0件　、九州以外　0件　）　
民　 間　　　０　件　（九州　　0件　、九州以外　0件　）　

 安全・防災　 　維持管理  　 環境　　コスト　　ICT　　品質　 　　　（該当分類に〇を付記）

２．技術の内容

５．活用実績

　道路土工構造物の安全性については、つい最近まで国として明確な技術基準が定められていませんで
した。
この様な状況を鑑み、平成27年3月、道路土工構造物の新築又は改築に関する一般技術基準として「道
路土工構造物技術基準」が道路法に基づいて制定されました。また、近年様々な落石防護施設の採用実
績が増え続けていますが、これらに対する統一的な性能評価指標も無く、要求性能を満たす性能照査方
法も無い為、同基準に適応する必然性は高まっていました。平成29年12月、改定版の落石対策便覧が発
行され、落石防護施設の性能照査としての実験的検証法が新たに記述されました。完全に則した高エネ
ルギー吸収型ポケット式落石防護網は無く、落石対策便覧に準じた新工法を開発しました。

　強靭防護網は、斜面上方からの落石を取り込むための入口となる開口部（ポケット）を設けたポケット式
落石防護網であり、落石が金網に衝突することで落石エネルギーを吸収した後、落石を金網と地山との間
に誘導して網裾まで導くものであります。
　強靭防護網は、従来型ポケット式落石防護網の適用範囲を超える大きな落石エネルギーに対応可能で
あり、従来型ポケット式落石防護網よりも支柱間隔を大きくとり、緩衝装置を組み込んだ構造になっていま
す。
強靭防護網の型式は、ロープタイプとネットタイプの2型式あり、落石エネルギーレベルに応じて型式を選
択することが可能です。

１．技術開発の背景及び契機
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３．技術の効果

　強靭防護網の性能は、全て実証実験により確認しております。
　実証実験では、落石を補足・誘導する安全性の他に供試体を修復した再実験も行い修復性も確認して
おります。
ロープタイプの対応可能落石エネルギーは、2,800kJとなります。
ネットタイプでの対応可能エネルギーは、1,200kJ、500kJ対応の2タイプあります。

４．技術の適用範囲

落石速度25m/以上に対応可能です。
ロープタイプの設置条件は延長10m以上、設置高さ15m以上となります。
ネットタイプの設置条件は延長10m以上、設置高さ12m以上となります。
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６．写真・図・表

表-1　実験的性能照査手法

図-3　実験状況 図-4　実験状況（誘導後）

図-1　強靭防護網（ロープタイプ） 図-2　強靭防護網（ネットタイプ）


